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[期 間] 2024年 12月 3日(火)～2024年 12月 4日(水) 

[提案者]  

実行委員：中島多朗(代表)、井手上敏也、川畑幸平、長谷川幸雄、松田巌、宮田敦彦、山浦淳一 

学生実行委員：白井亜美、渡我部りさ、渡辺 凌眞、原 正彦、山岡良太 

(所属は全員が東京大学物性研究所) 

[主 催] 東京大学物性研究所 

[協 賛] 日本学術振興会 学術変革領域研究(A)「1000テスラ超強磁場による化学的カタストロフィー：非摂動磁場による化

学結合の科学」 

[ご支援] 本年度の企画はキオクシアホールディングス㈱の理系女性活躍推進活動にご支援いただきました。 

 

物性研究所では、理工系の研究分野で現在少数である女

性研究者のより一層の活躍及び割合増加をサポートするた

め、2021 年度より ISSP Women’s week というイベント

を開催してきました。今年度も 11月末から 12月上旬の期

間を ISSP Women’s week 2024 とし、その期間内の 2 日

間で「研究交流会」を開催しました。この研究交流会は毎

年工夫を凝らして開催されており、昨年度からは女性だけ

ではなく男性の講演者も登壇し、広い視点から男女共同参

画について議論が交わされました。これを踏まえて、今年

度の研究交流会を開催する上で何を重点とするかについて

年度はじめに実行委員会で議論したところ、「男性の講演

者に登壇してもらうことを継続すること」「ダイバーシテ

ィの観点から外国籍の講演者を入れること」「学生が主体

性を持って参加してくれるような企画をつくること」が挙

がりました。これを踏まえて作成されたのが下記に示され

た今年度のプログラムです。8 名の招待講演者の皆様には、

ご自身の研究テーマ、これまでのご自身の経験、男女共同

参画・ダイバーシティ推進などにおける各大学・研究機関

での取り組みなどをご紹介頂き、どの講演も非常に興味深

く、質疑応答も含めて大変盛り上がりました。 

 また、今年度のプログラムの目玉は「学生主催パネルデ

ィスカッション」でした。この企画のために、物性研内の

大学院生 5 人が学生実行委員として参加してくれました。

この 5 人と実行委員長の中島で事前に 2 回の学生実行委員

会を開き、1 日目の後半の企画を考えました。当初実行委

員長の私からは学生が登壇し自身の研究や男女共同参画に

関わる要望などを話すような(無難な？)フォーマットを一

例として提案しましたが、学生実行委員の皆さんは非常に

意欲的で、招待講演者の先生方に直接質問をぶつけるパネ

ルディスカッションや、テーマ毎に分かれたポスターボー

ドの前に集まって直接対話する形式のディスカッションが

したいという意見が出され、実際にそのようなディスカッ

ション中心の企画となりました。また、パネルディスカッ

ションのテーマは一般から広く募集したいという意見が出

て、質問を投稿するための Web フォームも作成し、柏キ

ャンパスのカフェテリアにもポスターを出すなどしました。

当日も 5 人の学生実行委員が順にマイクを持ってパネルデ

ィスカッションを仕切り、自らテーマを提示してパネラー

になってくださった招待講演者の先生方と白熱した議論を

繰り広げていました。その姿は聴衆として参加した他の学

生たちにとっても刺激になったことと思います。 

 また、ISSP Women’s week はこの 2 日間の研究交流会

だけでなく、それに近い日程で開催された部門・施設セミ

ナーなど物性研主催・共催のイベントに女性講師を積極的

に招待する期間にもなっています。今年度も各部門・施設

等にご協力いただき、下記に示すような多くの女性講師セ

ミナーが開催されました。本来男女共同参画やダイバーシ

ティという言葉は女性だけを指すものではなく、組織を構

成する全員が意識すべきものですが、現時点では日本の物

性研究コミュニティではまだまだ女性が少数であることか

ら、このような期間を設けてコミュニティ全体としてこの

問題を意識して改善に向けて取り組んでいく機会としてい

ければと思います。 

 最後になりましたが、研究交流会や Women’s week 全

体を支えてくださった多くのスタッフの皆様、そしてご支

援いただいたキオクシアホールディングス㈱と日本学術振

興会 学術変革領域研究(A)「1000 テスラ超強磁場による

化学的カタストロフィー：非摂動磁場による化学結合の科

学」に深く感謝申し上げます。このイベントの準備のため、

年度はじめから 3 回の実行委員会を開催してきましたが、

そのすべてについて、所員は自由に参加聴講可能としまし

た。実行委員ではないにもかかわらず参加してくださった

先生方、特に複数回にわたって参加して重要なご意見を頂

きました林久美子先生と高木里奈先生にもこの場を借りて

お礼申し上げます。 

 

ISSPワークショップ 

ISSP Women’s Week 2024 研究交流会 
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図 1： ISSP Women’s week 2024 研究交流会初日の集合写真 

 

研究交流会プログラム 

2024 年 12 月 3 日 (火) (12:30 開場) 

13:00 廣井善二 所長 開催挨拶 

13:05 中島多朗 実行委員長 趣旨説明 

13:10 小澤知己 先生 (東北大 AIMR)「研究者夫婦の生活：海外での経験をもとに」 

13:40 小林柚子 先生 (理研・科学技術振興機構)｢電気化学界面におけるナノ計測の夢と、多様性のあるアカデミアへの希望」 

14:10 小林夏野 先生 (北大電子研)「層の重なりと電子状態」 

14:40 山本文子 先生 (芝浦工大先進国際)「RbNbO3 に現れた BaTiO3 の隠れた結晶相」 

15:30 学生主催セッション(パネルディスカッション＆ポスターボードディスカッション) 

 

2024 年 12 月 4 日 (水) (9:30 開場) 

10:00 中島多朗 実行委員長 2 日目の開始にあたり 

10:05 Swati Chaudhary 先生 (東大物性研)「Giant effective magnetic moment of chiral phonons」 

10:55 田中千加 先生、徳永千恵子 先生 (キオクシア(株))「企業・キオクシアのキャリアパス事例・ワークライフバラ 

ンスのための取り組み」 

11:25 香取浩子 先生(東京農工大工学研究院)「化学圧力や磁場による多形磁性体の相制御と磁性」 

11:55 松田康弘 副所長 閉会にあたり 

 

ISSP Women’s week 2024 全体スケジュール 

11/22(金) 14:00-15:00 生物物理セミナー「“Thermodynamics and statistical mechanics approach to cellular homeostasis 

and adaptability / 細胞ホメオスタシス・適応性における熱統計力学」 

上田唯花さん(大阪大学/JSPS Young Research Fellow) 

11/23(土) 「やっぱり物理が好き」〜物理に進んだ女子学生・院生のキャリア〜 (大学生・大学院生を対象とした講演会) 

11/28(木) 強磁場子ラボラトリーセミナー「有機磁性体の磁気格子設計と量子磁気状態」 細越裕子先生(大阪公立大) 

12/3(火), 4(水) ISSP Women’s week 2024 研究交流会 

12/5(木) 15:30-16:30 理論セミナー 「Altermagnetism from electronic correlations」  

Prof. Sonia Haddad (Universite Tunis El Manar)  

12/3(火)-6(金) ISSP 国際ワークショップ：APXPS2024@SENDAI 
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